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◇
参

加
者
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松
本

吉
殖

、
畑

林
秀

実
、

坂
口

秩
巨

、
梶

野
照

雄
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４
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松
本

さ
ん

か
ら

、
「

１
日

に
日

帰
り

で
窓

を
仕

上
げ

る
」

と
連

絡
が

あ
り

、

青
木

さ
ん

か
ら

依
頼

の
あ

っ
た

、
ザ

ッ
ク

を
引

っ
掛

け
る

フ
ッ

ク
を

調
達

し

て
午

前
４

時
に

家
を

出
た

。
 

Ｒ
1
6
8

の
迂

回
路

も
整

備
さ

れ
て

、
登

山
口

に
は

６
時

１
０

分
に

到
着

し

た
。

駐
車

場
は

す
で

に
満

車
状

態
、

松
本

車
は

午
前

７
時

に
到

着
し

た
。

 

 
 

 
 

 

登
山

口
で

 
 

 
 

 
 

 
古

田
の

森
で

 
 

 
 

 
 

深
仙

宿
小

屋
到

着
 

深
仙

宿
小

屋
、

１
０

時
に

到
着

。
外

壁
の

波
板

を
剥

が
し

て
、

外
側

の
仕

上
げ

に
掛

か
る

。
し

ば
ら

く
工

事
を

３
人

に
お

任
せ

し
て

フ
ッ

ク
の

取
付

け

を
す

る
。
取

付
け

後
、
電

流
計

で
Ｌ

Ｅ
Ｄ

の
電

流
を

測
っ

て
み

た
。
約

4
0
0
m

A

だ
っ

た
。

消
費

電
力

4
.8

W
、

バ
ッ

テ
リ

ー
の

容
量

か
ら

す
る

と
十

分
余

裕

の
あ

る
値

だ
。

 

 
 

 
 

 

取
付

け
る

パ
ー

ツ
 

 
 

 
 

波
板

の
切

断
 

 
 

 
 

 
 

 
再

取
付
 

 窓
周

り
の

仕
上

げ
は

松
本

さ
ん

の
独

壇
場

で
、

事
前

に
作

っ
て

こ
ら

れ
た

パ
ー

ツ
の

寸
法

を
合

わ
せ

て
切

断
し

て
取

付
け

て
い

く
。
一

旦
外

し
た

外
壁

の
波

板
も

切
断

し
て

再
取

付
け

、
外

側
が

出
来

上
が

っ
た

後
、
内

壁
の

合
板

を
切

り
取

っ
た

。
 

 
 

 
 

 

内
壁

を
切

り
取

る
 

 
 

 
穴

が
開

い
た

、
明

る
い

！
 

 
 

 
外

か
ら
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法
螺

も
聞

き
た

か
っ

た
が

 
 

 
内

側
の

仕
上

げ
 

 
 

 
 

ガ
ラ

ス
戸

が
入

る
 

 窓
の

穴
が

開
い

た
と

こ
ろ

で
１

２
時

に
な

り
食

事
す

る
。

 

 １
１

時
頃

か
ら

、
続

々
と

登
山

者
が

到
着

、
６

人
が

今
夜

宿
泊

の
た

め
ザ

ッ
ク

を
残

し
て

釈
迦

ケ
岳

へ
向

か
っ

た
。

そ
の

後
、

２
名

が
宿

泊
予

定
と

入

っ
て

く
る

。
外

に
は

テ
ン

ト
も

あ
り

、
大

賑
わ

い
に

な
っ

て
き

た
。

伏
拝

の

エ
レ

ー
ナ

( ド
イ

ツ
人

) さ
ん

も
順

峯
で

通
過

、
少

し
お

話
し

て
見

送
っ

た
。

 

 食
後

、
内

側
の

仕
上

げ
工

事
を

始
め

る
。

松
本

さ
ん

が
造

っ
て

こ
ら

れ
た

パ
ー

ツ
は

、
長

さ
を

調
整

す
る

だ
け

で
ピ

ッ
タ

リ
と

嵌
り

、
ス

ム
ー

ズ
に

取

付
け

で
き

た
。

 

午
後

１
時

２
０

分
に

作
業

終
了

。
宿

泊
者

多
数

の
た

め
遅

く
ま

で
工

事
は

出
来

な
か

っ
た

。
南

側
の

窓
の

取
り

付
け

位
置

を
確

認
し

て
小

屋
を

離
れ

た
。
 

灌
頂

堂
裏

手
の

携
帯

電
話

が
通

話
で

き
る

場
所

で
再

び
通

話
テ

ス
ト

し
、

通
話

が
可

能
で

あ
る

こ
と

を
確

認
。

数
名

の
登

山
者

に
お

知
ら

せ
し

て
、

実

際
に

通
話

し
て

も
ら

っ
た

。
 

午
後

４
時

、
登

山
口

に
下

山
、
エ

レ
ハ

ウ
ス

駐
車

場
で

別
れ

て
帰

宅
し

た
。
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あ
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ク
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